別海町郷土資料館の社会福祉的活用について－地域回想法への提言－
１．はじめに

　別海町郷土資料館は昭和56年(1981)5月20日に町文化センター郷土資料館として開館した。平成5年(1993)4月1日には、図書館が新設されたことにより、郷土資料館も単独施設として開館した。平成12年(2000)7月1日には、郷土資料館に隣接して附属施設加賀家文書館が開館している。
　昭和56年(1981)の開館以来、入館者数約5万人を数え、町民の実生活の向上と教育・文化の振興に資するため、学校教育、社会教育に役立つ教材として、地域の人々の心のよりどころ、観光資源としての役割を担っている。今後もこれらのニーズに対応するために様々な分野の調査研究や教育普及活動の充実が大きな課題となってくるところである。
　今回、そうした課題の解決と新たな試みの一つとして、「別海町郷土資料館の社会福祉的活用について―地域回想法への提言－」をするものである。

２．地域回想法とは
　「回想法」とはアメリカの医師ロバート・バトラー(1963)によって提唱されもので、心療回想法とも呼ばれ、認知症の治療・予防に効果があるとして注目されている。昔懐かしい生活用具などを用いて、かつて自分が体験したことを語り合ったり、過去のことに思いを巡らしたりすることにより、脳を活性化させ、生き生きとした自分を取り戻そうとする療法であり、既にわが国でも臨床に応用されており、特別養護老人ホーム、老人保健施設などで取り入れられている。
　超高齢化に伴い、認知症を有する高齢者の数も急激に増加し、認知症高齢者の人口は、2025年には高齢者4人に1人になると言われている。薬物療法には根本的な治療薬がなく、その対策としての介護予防プログラムは、筋力トレーニングや口腔ケアなど身体的なものが多く、有効な手立ては示されていない。回想法は心身ともに、かつ社会参加・活動への自立をめざすべく包括的な介護予防として期待されている。
　さらに、回想法に従事している指導職員の変化、家族介護者の介護負担軽減も図ることが出来、医療費や介護保険給付費の軽減などの相乗効果を生むことも期待できる。高齢者の生活の質が向上し、介護予防につながれば、回想法を実施する意義は大きいものと考えられている。
３．「地域回想法」の先進的事例
　現在、北海道内で博物館施設との連携により「地域回想法」に取り組んでいる自治体はなく、全国的に見てもごく一部の自治体でしか行われていない。ここでは、その先進的な事例と取組みにより大きな成果を上げ、全国から多くの視察者がある愛知県北名古屋市の例を紹介する。

　北名古屋市歴史民俗資料館は、平成5年(1993)頃から昭和時代を取扱う特別展、資料の収集をはじめて来た。その趣旨は、現在の私たちの生活は昭和60余年の時の流れの中で、環境をはじめ身の回りのものすべてが大きな変貌をとげてきたが、博物館・資料館の対象としては比較的新しい時代のため、目が向けられなかった。昭和時代もいずれは、研究の対象になるべくもので、粗大ごみとして捨てられるそうした資料の大切さを伝え残していくことが急務と考えられた。
　昭和時代の資料収集や特別展の開催により、多くの集客をもたらした。昭和時代を展示や収集の対象として取扱うことは、今生きる人の多くが知っている実体験のあるものを、資料として扱うことを意味しており、縄文～江戸時代の資料とは異なり「私はこうした」と積極的かつ具体的に発言できる時代の資料である。来館者が発する言葉は自らの経験、記憶を呼び起こすものとなっていた。
　こうした活動の中、老人ホームやデイサービスセンターなど、高齢者関連施設からの見学も多く、「高齢者が、普段とは異なった生き生きとした表情を見せている」と口をそろえていた。こうした多くの記憶、笑顔を引き出すことが「地域回想法」への取組みと繋がっていった。ただし、回想法を行うためには医療機関との連携が必要であった。
　平成13年(2001)、TV回想法の映像収録が同市で行われ、これを機会に教育（博物館・文化財部門）と福祉、医療関係者が連携して「地域回想法」への取組みをはじめた。また、厚生労働省の補助事業として採択され、回想法を実践する場所、効果の測定、教材の開発など各種事業を実施する運びとなった。
　

４．郷土資料館の資料活用と「地域回想法」取組みへの可能性
　郷土資料館の所蔵資料は、昭和56年(1981)の開設以来、町民から寄贈を受けたものが大部分を占め、約1万8千点を数えるが、展示公開されている資料は千点あまりである。　

こうした所蔵資料の内、展示公開されない資料は、館内の限られた部屋や屋外のD型ハウスに収蔵されてきたが、近年その容量をはるかに超えたことと、劣悪な保存環境にあることから、平成22年(2010)から旧豊原小学校へ資料を移設し、収蔵展示の方法をとり、平成28年（2016）豊原分館として開館しました。
　恒久的に保存しなければならない資料は、収蔵という形を取り保管している状況にあるが、いわゆるお蔵入りという言葉が当てはまるように、陽の目があたらないものでる。現在これら資料の有効的活用の方策として学校教育や地域団体の要望による資料の貸出を積極的に行っている。平成23年度には、小学校3.4年生の総合的な学習に合わせた「昔の道具」を体験出来る「昔体験セット」の貸出をはじめたところである。
　郷土資料館は、現在まで歴史資料の収集にあたっては、別海町で使われたものを対象としていることから、縄文～昭和時代のものを取扱っている。昭和時代の資料については、近年、全国的に昭和時代のブームが訪れ、商業ベースで扱う機会が急激に増えているところであるが、本町は本格的な開拓が昭和初期以降であることから、農業、水産、生活の全般にわたるものがあるが、まだまだ、全体を網羅しているとは言えない。しかし、公民館の寿大学などで見学に訪れる高齢者からは、農機具・生活用具を前に「なつかしい」などの声と共に昔話に花を咲かせる光景が多く見られる。さらにそれらの資料を使用した方々はまさしく現在、これからの高齢者ということになる。
　別海町の高齢者の状況を見ると、平成21年度で、65歳以上の高齢者数が3，344人で人口の5分の1、在宅が3，158人の内要介護要支援者数が379人、介護老人福祉・保健施設、病院などに入所・入院している人の数は、191人を数える。認知症の高齢者数は、同年度統計で232人、過去の統計と比較しても増加傾向にある。

本町も先述した通り、全国的な超高齢化に伴い、認知症を有する高齢者の数も急激に増加する見込みであり、認知症患者や予備軍に対しての取組みが今後より一層必要になってくると考えられる。
郷土資料館側の「回想法」へのアプローチは、ただ単に資料の有効的活用を目的とするだけでなく、この町で生活された方々の記憶を呼び起こし、後世に伝えるという大きな役割を担うものであり、社会福祉的な利用は、高齢者を元気にし、これからの別海町を担う生徒・児童に大きな影響をもたらし、大きくは、町自体を元気にする力を持つ可能性があるといっても過言ではない。そのためには、多くの労力や時間、関係機関との連携が必要になる。
（文責　別海町郷土資料館　石渡一人　平成25年記）
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